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私たち明治グループは、
「食と健康」のプロフェッショナルとして、
常に一歩先を行く価値を創り続けます。

　株主のみなさまには、日頃より格別のご高配を賜り厚く御
礼申し上げます。

　さて、当社は、平成27年9月30日をもちまして、第7期事
業年度（平成27年4月1日から平成28年3月31日まで）の中
間期（平成27年4月から同年9月期）を終了いたしましたの
で、ここに事業等の概況につきましてご報告申し上げます。

　当中間期のわが国経済は、中国経済の減速影響を受けつ

つも総じて緩やかな景気回復基調で推移しました。今後にお
いては、企業業績の改善が賃金上昇を通じて個人消費の拡
大に繋がる期待はありますが、一方で海外経済の動向に対
する不安もあり、依然として不透明感を払拭できない状況に
あります。

　こうした中、当社グループは、2015‐2017年度グループ
中期経営計画「STEP UP 17」の初年度を迎え、重点テーマ
「成長の加速とさらなる収益性向上」に基づき、「優位事業の
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株主のみなさまへ

明治ホールディングス株式会社
代表取締役会長　浅野 茂太郎

明治ホールディングス株式会社
代表取締役社長　松尾 正彦

※「企業結合に関する会計基準」等を適用し、当中間期より、「中間（当期）
純利益」を「親会社株主に帰属する中間（当期）純利益」としております。



強化と新たな成長への挑戦」「環境変化に対応しうる収益力
の強化」「グローバル展開の推進」「経営基盤の進化」の具体
的な取り組みをスタートさせました。

　食品セグメントでは、優位事業のさらなる強化を図るため、
大型新商品の投入や主力商品群の売り上げ拡大に向けた取
り組みを進めました。また、原材料調達コストの上昇に対し
ては、生産効率化やコスト削減に努める一方、主力商品の価
格改定を実施しました。

　医薬品セグメントでは、ジェネリック医薬品の使用促進策
の実施などによる医療費抑制傾向が一段と強まる中、感染
症治療薬、中枢神経系用薬の重点領域や、ジェネリック医薬
品の普及活動を進めるとともに、コスト競争力の確立を喫緊
の課題として掲げ、生産面・調達面の双方において、グロー
バルな視点での最適化を図る取り組みを進めました。

　この結果、当中間期の売上高は5,923億3百万円（前年同
期比5.9％増）、営業利益は334億6百万円（同76.0％増）、経
常利益は355億65百万円（同80.7％増）、親会社株主に帰
属する中間純利益は331億30百万円（同163.0％増）となり
ました。

　なお、当期の中間配当金は、1株につき金55円と決定させ
ていただきました。

　株主のみなさまにおかれましては、今後ともより一層のご
支援を賜りますようお願い申し上げます。
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※‌�平成27年10月1日付で普通株式1株につき2株の割合をもって株式
分割を行っております。これに伴い、平成25年度の期首に当該株式分
割が行われたと仮定して、1株当たり中間（当期）純利益金額を算定し
ております。



セグメント別概況のご報告

食品セグメント（　　　　　　　）

　当セグメントでは、売上高は、総じて良好な消費環境の中、加工食品事業が収益性向上に向けた構造改革を進める中で減
収となりましたが、発酵デイリー事業、菓子事業、栄養事業が前年同期を上回った結果、全体では前年同期を上回りました。 
　営業利益は、原材料調達コスト上昇の影響を価格改定で補い、また各事業がプロダクトミックスの改善や生産・物流効率
化などの構造改革、費用の効率的支出などに取り組んだ結果、全体では前年同期を大幅に上回りました。 
　事業別の売り上げ概況は次のとおりです。

ヨーグルト、牛乳類、飲料等
	プロバイオティクスは前年同期を大幅に上回りました。「明
治プロビオヨーグルトＲ－１」は、平成26年７月に発売した
「低糖・低カロリータイプ」および「低脂肪タイプ」が引き続
き売り上げ拡大に寄与するとともに、平成27年４月に発売
した「明治プロビオヨーグルトＰＡ-３」も当初の売り上げ目
標を上回る状況で推移しました。 

発酵デイリー事業

517,108百万円
（87.2%）

28,740百万円
（85.3%）

売上高

営業利益

売上高／
営業利益
構成比

売上高

5,171億円
（前年同期比 ： 2.7％増）

営業利益

287億円
（前年同期比 ： 64.9％増）

「明治ブルガリアヨーグルト」は前年同期を上回りました。
主力のプレーンタイプは市場が拡大する中、プロモーショ
ン活動も奏功し前年同期を上回りました。またドリンクタイ
プも引き続き高い成長を維持しました。
	牛乳類は前年同期を上回りました。主力の「明治おいしい
牛乳」は、需要喚起を目的とした積極的なコミュニケー
ション施策が奏功し、全ラインアップが前年同期を上回り
ました。

◀明治プロビオヨーグルトLG21

▼明治プロビオヨーグルトPA-3

（ザバス）ミルク
グレープフルーツ風味▲

▼明治白のひととき

明治おいしい牛乳▲

▲明治プロビオヨーグルトR-1

◀明治ブルガリアヨーグルトLB81
プレーン



◀ミルクチョコレート

◀明治 エッセルスーパーカップ
超バニラ

チョコレート、グミ、ガム等

	チョコレートはカカオポリフェノールやプレミアムチョコ
レートへの関心の高まりなどにより、 市場が引き続き拡大
を続ける中、ＢＯＸタイプのチョコレートやガルボシリーズ

チーズ、バター・マーガリン、クリーム、アイスクリーム、
冷凍食品等
	市販チーズはナチュラルチーズが前年同期を大幅に上回
り、プロセスチーズも前年同期を上回りました。「明治北海
道十勝」シリーズでは、カマンベールチーズが引き続き伸

菓子事業

加工食品事業

などがけん引役となり、前年同期を上回りました。
	グミは主力ブランドである「果汁グミ」に加え、「ポイフル」
などのブランドも大きく伸長した結果、前年同期を大幅に
上回りました。
	ガムは市場低迷の影響を受け前年同期を下回りました。 

長し、また、スライスチーズも新商品の発売などが寄与し
た結果、大きく売り上げを伸ばしました。
	市販マーガリンは市場低迷の影響により前年同期を下回
りました。
	アイスクリームでは、主力の「明治エッセルスーパーカッ
プ」が好調に推移し、「明治ゴールドライン」シリーズも前
年同期を上回った結果、全体では前年同期を上回りました。

きのこの山▶︎

▼果汁グミぶどう

▲カールチーズあじ

◀チョコレート効果
　カカオ７２％ＢＯＸ

▲明治北海道十勝
　カマンベールチーズ　

▼明治コーンソフト　

▲銀座カリー中辛

▼こだわりピッツェリア
　マルゲリータ

▼meiji ＧＯＬＤ ＬＩＮＥ
　濃厚チョコレート＆バニラ

アーモンドチョコ▶︎



スポーツ栄養、粉ミルク、流動食、美容、ＯＴＣ等

スポーツ栄養は前年同期を大幅に上回りました。「ザバス」は新
規プロテインユーザー層の拡大や、前期に発生した消費増税
の反動減からの回復により、前年同期を大幅に上回りました。 

　　「ヴァーム」は継続的な普及活動の取り組み効果や、販売
ルートの拡大などにより前年同期を大幅に上回りました。 

栄養事業 	粉ミルクはインバウンド需要の拡大により前年同期を大幅
に上回りました。 
	流動食は前年同期を大幅に上回りました。特に市販用は高齢
期における栄養摂取の重要性に対する認識の高まりや、マー
ケティング施策が奏功し、前年同期を大幅に上回りました。
	美容では、「アミノコラーゲン」がインバウンド需要の拡大
や消費増税の反動減から回復したことにより、前年同期を
大幅に上回りました。

平成27年4月の株式会社 明治の組織変更に伴い、平成28年3月期より食品セグメント内の事業の一部区分を下図のように変更いたしました。
食品セグメント内の事業の一部区分変更について

（注1）「乳製品事業」内の市乳は、「発酵デイリー事業」に名称変更　（注2）「乳製品事業」内の加工食品と「菓子事業」内のアイスクリームは、新設の「加工食品事業」として統合　
（注3）「健康栄養事業」は、「栄養事業」に名称変更　

●乳製品事業（注1）

・市乳：ヨーグルト、牛乳類、飲料等
・加工食品：チーズ、バター、冷凍食品、業務用食品等

（注2）

●発酵デイリー事業
ヨーグルト、牛乳類、飲料等

●菓子事業
・菓子：チョコレート、ガム、キャンディー等
・アイスクリーム：アイスクリーム等

●加工食品事業
チーズ、バター・マーガリン、クリーム、アイスクリーム、冷凍食品等

●菓子事業
チョコレート、グミ、ガム等

●栄養事業
スポーツ栄養、粉ミルク、流動食、美容、OTC等

●その他事業
海外、飼料、畜産品、砂糖および糖化穀粉、運送等

●健康栄養事業（注3）

スポーツ栄養、健康機能、OTC、粉ミルク、流動食等

●その他事業
海外、飼料、畜産品、砂糖および糖化穀粉、運送等

旧区分（平成27年3月期まで） 現行（平成28年3月期から）

セグメント別概況のご報告

▼ヴァーム顆粒

▲アミノコラーゲン
　缶タイプ

▼明治ステップ
らくらくキューブ

▲明治メイバランス 
　Miniカップ バナナ味 ▲イソジンうがい薬

▲ザバス ホエイプロテイン100
　ココア



76,146百万円
（12.8%）

売上高

4,949百万円
（14.7%）

営業利益

国内
	抗菌薬では、「メイアクト」は前年同期を上回り、「オラペネ
ム」も大きく売り上げを伸ばしました。
	抗うつ薬では、「リフレックス」は医薬情報担当者（ＭＲ）によ
る積極的な普及活動と、前期に発生した消費増税の反動
減からの回復により、前年同期を大幅に上回りました。
	ジェネリック医薬品は前年同期を大幅に上回りました。特
に、カルシウム拮抗薬「アムロジピン錠 明治」、アルツハイ
マー型認知症治療剤「ドネペジル 明治」、抗菌薬「スルバシ
リン」などが大きく伸長しました。

	農薬は、主力のいもち病防除剤「オリゼメート」が前期に発
生した消費増税の反動減からの回復などにより堅調に推
移した結果、前年同期を上回りました。
	動物薬は、家畜用薬やコンパニオンアニマル用薬がそれ
ぞれ前年同期を大幅に上回った結果、全体では前年同期
を大幅に上回りました。

　当セグメントでは、売上高は、前年同期を大幅に上回りました。国内の医療用医薬品事業は先発医薬品が前年同期を上回
り、ジェネリック医薬品は前年同期を大幅に上回りました。生物産業事業は主力製品の大幅な増収が事業全体をけん引し、前
年同期を大幅に上回りました。海外事業は前年度第４四半期に連結子会社となったメドライク社の売り上げ寄与もあり、前年
同期を大幅に上回りました。 
　営業利益は、各事業の増収により前年同期を大幅に上回りました。 
　事業別の売り上げ概況は次のとおりです。

医療用医薬品事業

生物産業事業 （農薬・動物薬）

医薬品セグメント（　　　　　　　　　　　　　　）
売上高／
営業利益
構成比

▲‌メイアクトMS小児用細粒

アムロジピン錠「明治」▼︎オラペネム小児用細粒▼

ドネペジル
塩酸塩OD錠「明治」▶︎

▼パナメクチン
チュアブルＰ

◀︎オリゼメート粒剤

リフレックス錠▲

海外
	輸出事業では、主力の「メイアクト」が前年同期を大幅に上回りました。
	海外子会社では、メドライク社の売り上げ寄与に加え、ス
ペイン、タイの事業が前年同期を大幅に上回りました。

ザクサ液剤▶

売上高

761億円
（前年同期比 ： 34.1％増）

営業利益

49億円
（前年同期比 ： 212.4％増）

セグメント別概況のご報告



中国の医薬品製造・販売会社汕頭明治が創立25周年を迎えました！
　汕頭（スワトウ）経済特区明治医薬有限公司（以下、汕頭明治）は抗生物質「メイアクト」
「メイセリン」をはじめとするMeiji Seika ファルマの医薬品を中国で製造・販売している
製薬会社です。平成27年7月21日、同社の創立25周年式典が現地で開催されました。
　中国で抗がん剤「注射用ドキソルビシン」の製造・販売から事業を開始した汕頭明治は、
その後抗生物質「ミオカマイシンドライシロップ」「メイアクト」「メイセリン」や「トローチ」な
どと製造・販売品目を増やすとともに、平成23年には販売会社を買収し販売子会社・広東
明治医薬有限公司とするなど、着実な発展を遂げて来ました。
　Meiji Seika ファルマは、国際展開力を有する「スペシャリティ＆ジェネリック・ファルマ」
として、医薬品事業の持続的成長を図るべく、アジア・新興国を中心とした海外事業の積極
拡大に取り組んでいます。

所 在 地	：	中国広東省汕頭市龍湖区珠津工業区韶山路9号 
事業内容	：	医薬品の輸入・製造販売 
従業員数	：	109人（平成27年9月末）

「汕頭明治」の概要

トピックス

注射用抗生物質「ハベカシン」が発売25周年を迎えました！
　「ハベカシン注射液」はMeiji Seika ファルマ株式会社が開発した注射用の抗生物質です。
　薬が効きにくい病原菌（耐性菌）の一つであるＭＲＳＡ（メチシリン耐性ブドウ球菌）に対する
薬としては日本では初めて、平成2年に承認されました。
　「ハベカシン」は、免疫力が低下している入院患者や高齢者等に重篤な肺炎や敗血症をもたら
すMRSAに良好な効果を示し、発売25年を経過した現在も広く使われています。
　また、各種耐性菌は近年世界的にも問題となっており、その治療の選択肢の一つとして「ハベ
カシン」と同じ有効成分の吸入剤の臨床試験が米国で
進められています。
　Meiji Seika ファルマは「スペシャリティ」の一つ
である感染症治療薬を通じて、世界の医療に貢献し
てまいります。

創立25周年式典で挨拶をする
Meiji Seika ファルマ 小林社長

同社汕頭工場全景

「ハベカシン」は、「1日も早い患者さんの回復を願う心」をこめて、クリアな澄み
わたる青空をバックにしたマッターホルンをシンボルとしています。



乳酸菌1073R-1株を使用したヨー
グルトです。
アセロラ果汁とブルーベリー果汁を
加えフルーツのおいしさが味わえる
「ドリンクタイプアセロラ＆ブルーベ
リー」と、砂糖を使用せず甘さを控え
た「砂糖0」を新たに展開します。

濃く、濃くとけていく…
雪のようになめらかな口どけはメル
ティーキッスならではの贅沢。
カカオの旨みと華やかな香りがミル
クのコクとともに広がります。
贅沢な時間をどうぞお楽しみください。

3種の青汁原料と8種の緑黄色野菜
に食物繊維(難消化性デキストリン)
を加え､りんご果汁でおいしく飲み
やすく仕上げました。毎日続けてお
なかの調子を整えることができる
「特定保健用食品」の青汁です｡

中にホワイトチョコを染み込ませた、
ガルボミニでは初めてのキャラメル
味が登場。
冬の味わいとして若年層に人気のコ
ク深いキャラメル味！
ホワイトチョコを使用しミルク感の
強い濃厚な味わいにしています。

指定農場で採れた国産卵、ミルクの
コクを味わえるマスカルポーネチー
ズを使って、ほんのり苦みのある三
温糖入りカラメルソースと合わせた、
なめらかで、口どけのよい食感のカ
スタードプリンです。

ぶどう、温州みかん、いちごに加え
て、マスカット味を加えた果汁グミの
４種のアソートです。大きめでひと粒
でも満足感のあるサイズです。小分
けして持ち運んだり、シェアにも便
利な個包装です。

「アミノコラーゲン」に配合されてい
るフィッシュコラーゲンと明治ブル
ガリアヨーグルトで使用している
LB81乳酸菌を使用した、明治なら
ではのヨーグルトです。

香ばしく力強い旨みのカカオを使用
し、後切れのよいシャープな味わい
のダークチョコレート！高級感のある
スタイリッシュなパッケージで、ワン
ランク上のメルティーの世界を演出
しています。

●明治プロビオヨーグルトR-1
  ドリンクタイプ アセロラ＆ブルーベリー
●明治プロビオヨーグルトR-1　砂糖０

メルティーキッス
プレミアムショコラ

明治 青汁

ガルボ
ミニコク旨キャラメル箱

明治 ザ プリン
くちどけプレミアム

果汁グミアソート個包装

●アミノコラーゲンヨーグルト
●アミノコラーゲンヨーグルトドリンクタイプ

メルティーキッスダーク

新製品のご紹介



「明治バターリィマーガリン」はトー
ストや料理に最適な、バター入り
マーガリンです。保存に便利な個包
装（１００ｇ×２本入り）で、バターに比
べて焦げにくく、お料理がきれいに
仕上がります。

シェイク不要で溶かさずそのまま飲
める顆粒状のプロテイン。独自素材
のパワーペプチドにホエイプロテイ
ン、ロイシンをバランス良く配合し、
なりたいカラダづくりをサポート。
すっきりおいしいパイナップル風味
です。

レトルトカレーでお馴染みの「銀座カ
リー」から「液体カレールウ」が登場。
あめ色玉ねぎと二段仕込みブイヨ
ンが溶け込んだルウは、具材を炒め
て３分煮込むだけで完成。ご家庭で
本格洋食カレーが味わえます。

“スマートを目指すアミノ酸”「D‐V．
A．A．M．」に、ショウガエキスとヒハ
ツエキスを配合。お湯に溶かして飲
むことで、カラダを温めながら運動
で体脂肪を燃やし、ムダのないカラ
ダづくりをサポートします。

「ＧＲＡＮ」はミルクのおいしさを極め
たプレミアムアイスクリームだから
こそ、使用する乳原料にこだわり、丁
寧につくり上げています。
深くてやさしい、ミルク本来の味わ
いを楽しめます。

クロピドグレル錠「明治」は抗血小板剤…
のジェネリック医薬品です。25mg錠、
75mg錠に加え、先発医薬品にない
50mg錠を取り揃え、錠剤の両面には…
含量と名前を見やすく表示しました。
経皮的冠動脈形成術（PCI）が適用される
虚血性心疾患の適用も取得しています。

フチ付きのもっちり生地に特製カス
タードソース、キャラメルチョコ、蜜
漬けアップル、アーモンドをトッピン
グ。大人のティータイムや、お酒と一
緒に楽しんでもらえるピッツァに仕
立てました。

有効性成分が豊富に含まれる６年根
高麗紅蔘１５００ｍgをはじめ１０種の
生薬と３種のビタミンを配合した第
３類医薬品のミニドリンクです。疲れ
を感じた時に最適なドリンクです。

明治バターリィマーガリン

ザバスアミノパワープロテイン
１１本入り／３３本入り

●銀座カリールウ中辛
●銀座ハヤシルウ

ヴァームダイエットパウダー　
ホットタイプ５袋入り
※秋冬期間限定

ＧＲＡＮ ミルク

クロピドグレル錠「明治」

デザート・ピッツァ
アップル＆カスタード

活蔘28Ｖ



分割比率 1対2 分割基準日

平成27年9月30日（水）
効力発生日

平成27年10月1日（木）

　当社株式の取引価格を引き下げることにより、当社株式の流動性向上と投資家層の拡大を図ることを目的として、平成27年
9月30日付の株主さまが保有されている株式を対象に、平成27年10月1日付で、普通株式1株を2株に分割いたしました。

株式分割について

分割による株式数の変化
 （例）分割前に明治ホールディングス株を100株保有している場合（株価：18,000円）

保有株式数 保有株式の総額 1株当たりの価格 1単元（100株）当たりの価格

分割前 100株 180万円 18,000円 180万円

分割後 200株 180万円 9,000円 90万円

Point
1

Point
2

Point
3

Point
4

1. 株式分割の概要

保有している
株式数が2倍に！

Point
1 新聞などの

表示株価が2分の1に！

Point
3

取引価格が分割前の
2分の1に！

Point
4

保有している
明治ホールディングス株の
資産価値は変わらない!

Point
2

1株当たり配当金
中間 期末

中間実績および期末予想
（平成28年3月期）

55円
（株式分割前の実績）

27.5円
（株式分割後の予想）

前期実績
（平成27年3月期） 40円 60円

期末配当予想の修正
　今回の株式分割に伴い、平成27年
5月12日公表の「平成27年3月期決算
短信〔日本基準〕（連結）」に記載の平成
28年3月期の期末配当予想額は、1株
当たり27．5円となります。



　当社では、毎年3月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主さまに対し、その所有株式数に応じ
て、当社グループ製品詰合せを毎年10月末ごろにお届けしております。
　今回の株式分割に伴い、株主優待制度の一部を変更いたします。

3,500円相当の優待品の例です。
（実際の優待品と異なる場合があります。）

2. 株主優待制度の一部変更

変更前
100株以上 2,000円相当の明治グループ製品詰合せ

300株以上 3,500円相当の明治グループ製品詰合せ

500株以上 5,000円相当の明治グループ製品詰合せ

変更後
100株以上 2,000円相当の明治グループ製品詰合せ

500株以上 3,500円相当の明治グループ製品詰合せ

1,000株以上 5,000円相当の明治グループ製品詰合せ

トピックス　「株主優待品寄贈選択制度」のご案内および実施のご報告

寄贈先訪問レポート

ご寄贈結果のご報告
　当社では、株主さまのご意志により優待品の送付に代えて同等品を福
祉団体等へ寄贈する｢株主優待品寄贈選択制度｣を設けております。
　この制度にご賛同いただきました株主さまのお気持ちと、優待品を、
当社の気持ちとあわせて福祉団体等へ寄贈させていただいております。
　今年度も、東日本大震災の被災地の方々および自宅から離れて生活
されている方々、また全国の障がいのある児童の支援団体への寄贈を、
認定特定非営利活動法人日本ＮＰＯセンターを通じて実施いたしました。

　東日本大震災で被災されたみなさま、関係者のみなさまには、心よりお見舞い申し上げます。
　またご賛同いただきました株主のみなさまのお気持ちに、心より感謝申し上げます。

　被災地で活動している団体および障がい者の支援団体を訪問してまいりました。自然とのふれあいを楽しんだり、地域住民の方々との交流を
大切にしたり、ご指導される先生方の努力と工夫でみなさん充実した時間を持たれていらっしゃいました。児童のみなさんの心の底からの笑顔や
笑い声は何ものにも代えがたいものだと実感いたしました。詳しくは当社ホームページにてご報告いたします。

今年度実績
寄贈にご賛同いただきました株主さま：	   １，７２９名
株主さまから寄贈いただきました相当金額：	５６０万９,０００円
※ ‌�当社からもほぼ同額相当分を寄贈し、合計1,122万円相当分の当社グループ製品の

寄贈をしております。

若草児童学園
（熊本県 菊池郡）

特定非営利活動法人にこまる
（愛知県 尾張旭市）

鶴巣児童館（宮城県 黒川郡）特定非営利活動法人福島の子どもたち
を守る会・北海道 （北海道 札幌市）

※�‌平成28年3月31日現在の株主名簿に記載又は記録された株主さまより、変更後の制度を適用いたします。



中間連結貸借対照表（要旨）� （単位：百万円）

前期末
（平成27年3月31日現在）

当中間期
（平成27年9月30日現在）

資産の部

流動資産

現金及び預金 22,489 21,434

受取手形及び売掛金 172,762 168,193

商品及び製品 82,799 87,443

仕掛品 4,022 3,899

原材料及び貯蔵品 43,228 43,385

その他 27,027 30,124

貸倒引当金 △311 △322

流動資産合計 352,018 354,158

固定資産

有形固定資産 353,044 351,047

無形固定資産 31,711 30,716

投資その他の資産　 140,593 119,955

固定資産合計 525,349 501,719

資産合計 877,367 855,878

負債の部

流動負債 298,575 271,000

固定負債 198,489 177,685

負債合計 497,065 448,686

純資産の部

株主資本 342,442 371,289

その他の包括利益累計額 27,898 26,028

非支配株主持分 9,961 9,874

純資産合計 380,302 407,192

負債純資産合計 877,367 855,878

中間連結損益計算書（要旨）� （単位：百万円）

前中間期
自 平成26年4月 1 日（至 平成26年9月30日）

当中間期
自 平成27年4月 1 日（至 平成27年9月30日）

売上高 559,226 592,303
売上原価 369,703 380,913
売上総利益 189,522 211,389
販売費及び一般管理費 170,544 177,982
営業利益 18,978 33,406
営業外収益 2,707 3,126
営業外費用 2,005 967
経常利益 19,681 35,565
特別利益 1,974 18,045
特別損失 1,360 3,067
税金等調整前中間純利益 20,294 50,544
法人税等 7,582 16,949
中間純利益 12,712 33,594
非支配株主に帰属する中間純利益 113 464
親会社株主に帰属する中間純利益 12,598 33,130

中間連結キャッシュ・フロー計算書（要旨）� （単位：百万円）

前中間期
自 平成26年4月 1 日（至 平成26年9月30日）

当中間期
自 平成27年4月 1 日（至 平成27年9月30日）

営業活動によるキャッシュ・フロー 30,629 37,940
投資活動によるキャッシュ・フロー △26,326 8,567
財務活動によるキャッシュ・フロー △5,483 △47,428
現金及び現金同等物に係る換算差額 △184 △145
現金及び現金同等物の増減額（△は減少） △1,364 △1,066
現金及び現金同等物の期首残高 19,238 21,912
連結除外に伴う現金及び現金同等物の減少額 — △1
現金及び現金同等物の中間期末残高 17,874 20,844

※「企業結合に関する会計基準」等を適用し、当中間期より、「少数株主持分」を「非支配株主持分」としており
ます。

※「企業結合に関する会計基準」等を適用し、当中間期より、「少数株主損益調整前中間純利益」は「中間純利
益」に、「少数株主損益」は「非支配株主に帰属する中間純利益」に、「中間純利益」は「親会社株主に帰属す
る中間純利益」としております。

連結財務諸表



会社概要／株式の状況
（平成27年9月30日現在）

株主メモ

事業年度 ４月１日から翌年３月３１日まで
基準日 期末配当　3月31日　　中間配当　9月30日

※別途定める場合は、予め公告します。
定時株主総会 6月下旬
単元株式数 100株
上場金融商品取引所 東京証券取引所
公告方法 電子公告により行います。

公告掲載URL　http://www.meiji.com/
ただし、事故その他やむを得ない事由によって電子公告による公告をするこ
とができない場合は、日本経済新聞に掲載する方法により行います。なお、
会社法第４４０条第４項の規定により、決算公告は行いません。

株主名簿管理人 三菱UFJ信託銀行株式会社
特別口座の口座管理機関 三菱UFJ信託銀行株式会社
同連絡先 三菱UFJ信託銀行株式会社　証券代行部

〒１３７ー８０８１ 東京都江東区東砂七丁目１０番１１号
電話　０１２０−２３２−７１１（フリーダイヤル）

大株主�
（上位10名）

株主名 所有株式数（千株） 持株比率（％）

日本マスタートラスト信託銀行株式会社（信託口） 4,805 6.29
株式会社みずほ銀行 3,633 4.76
日本トラスティ・サービス信託銀行株式会社（信託口） 3,010 3.94
日本生命保険相互会社 1,674 2.19
株式会社りそな銀行 1,523 2.00
農林中央金庫 1,446 1.89 
明治ホールディングス従業員持株会 1,351 1.77
明治ホールディングス取引先持株会 1,327 1.74
STATE STREET BANK WEST CLIENT - TREATY 505234 1,019 1.33
三菱UFJ信託銀行株式会社 1,002 1.31
（注）上記の他に、当社が2,726千株（持株比率3.57%）保有しております。

（ご注意）
1.�株券電子化に伴い、株主さまの住所変更、単元未満株式の買取請求その他各種お手続きにつきまし
ては、原則、口座を開設されている口座管理機関（証券会社等）で承ることとなっております。口座を
開設されている証券会社等にお問い合わせください。株主名簿管理人（三菱UFJ信託銀行株式会社）
ではお取り扱いできませんのでご注意ください。
2.�特別口座に記録された株式に関する各種お手続きにつきましては、三菱UFJ信託銀行株式会社が口
座管理機関となっておりますので、上記の連絡先にお問い合わせください。なお、三菱UFJ信託銀行
株式会社全国各支店にてもお取り次ぎいたします。
3.未受領の配当金につきましては、三菱UFJ信託銀行株式会社本支店でお支払いいたします。

株式の状況 所有者別

発行可能株式総数
280,000,000株
発行済株式の総数
76,341,700株
株主数
68,036名

金融商品取引業者　43名
1,133,730株
（1.49％）

その他の法人　762名
7,972,037株
（10.44％）

外国法人等　
545名
18,963,619株
（24.84％）

金融機関　109名
30,451,138株
（39.89％）
個人その他　
66,577名
17,821,176株
（23.34％）

役員紹介

代表取締役会長 浅野茂太郎 兼　Meiji Seika ファルマ㈱　取締役

代表取締役社長 松尾　正彦 兼　㈱明治　取締役　
兼　Meiji Seika ファルマ㈱　取締役

取締役専務執行役員 平原　高志
取締役常務執行役員 左座　理郎
取締役執行役員 塩﨑浩一郎
取締役執行役員 古田　　純
取締役執行役員 岩下　秀市
取締役 川村　和夫 兼　㈱明治　代表取締役社長

取締役 小林大吉郎 兼　Meiji Seika ファルマ㈱
　　代表取締役社長

取締役（社外） 矢嶋　英敏
取締役（社外） 佐貫　葉子
監査役（常勤） 佐藤　秀明
監査役（常勤） 田子　博士
監査役（社外） 山口　健一
監査役（社外） 渡邊　　肇

会社概要

商号 明治ホールディングス株式会社
（英文名：Meiji Holdings Co., Ltd.）

事業内容 菓子、牛乳、乳製品、薬品等の製造、販売等を行う
子会社等の経営管理およびそれに付帯または関連する事業

本社所在地 東京都中央区京橋ニ丁目4番16号
代表取締役社長 松尾 正彦
設立 平成21年（2009年）4月1日
資本金 300億円



見やすく読みまちがえにくいユニバーサルデザイン
フォントを採用しています。

下準備
⃝チョコホイップクリーム用、飾り用のチョコレートはそれぞれ細かく刻み、
ボウルに入れ、約50～55℃のお湯で湯せんにかけて溶かしておく。
‌⃝オーブンシートでコルネを作っておく。
チョコホイップクリームを作る
　‌�溶かしたチョコレートのボウルに生クリームを少しずつ加え、泡立て器で
溶きのばすようにして全部の量の生クリームを入れ、上白糖も加えて七
分立てにして使う直前まで冷蔵庫に入れておく。

仕上げ
❶‌�まな板の上に1本のロールケーキをのせ表面全体に、七分立てにした
チョコホイップクリームをパレットナイフでラフに塗り、切り株に見立てる。
❷‌�チョコホイップクリームをのり代わりにして❶の上に斜めにカットした
1/2本のロールケーキをのせて、チョコホイップクリームを全体にラフに
塗り、切り株に見立てる。

❸‌�飾り用の溶かしたチョコレートをコルネに入れ、明治マクビティビスケット
のチョコレートのついていない面にメッセージを書き、飾る。

❹‌�明治きのこの山や明治チョコベビー、明治アーモンドチョコ、明治マーブ
ルチョコを飾りつける。

ロールケーキを使った超お手軽レシピ。
チョコホイップクリームをたっぷりつけて、
きのこの山やチョコベビーなどかわいいお
菓子で楽しく盛りつければ、あっという間に
パーティーメニューのできあがりです！ 

かんたんブッシュ・ド・ノエル

市販のロールケーキ………………………1.5本
チョコホイップクリーム
明治ミルクチョコレート………… 1と1/2枚（75g）
明治北海道十勝フレッシュ100(生クリーム)
…………………………………………… 400cc
上白糖……………………………………… 10g
飾り用
明治ミルクチョコレート……………………… 適量
明治きのこの山……………………………… 適量
明治チョコベビー…………………………… 適量
明治マクビティミルクチョコレートビスケット
　　　　　　　　　　………………………1枚
明治アーモンドチョコ… …………………… 適量
明治マーブルチョコ………………………… 適量

おすすめレシピのご紹介

〈材料〉（1台分）

使用するチョコレート

http://www.meiji.com/

もっと詳しいつくり方は
スマホから

かんたん ！ かわいい ！
手作りチョコレシピが200種以上 明治 チョコレシピ 検索

契約の関係上、一部WEB掲載しておりません。




